
ＱＵＡＤプリアンプ電源 兼用

ＭＨＬ４ラインプリアンプ
Catalog & Technical Information

　本機は，入力系統１，出力系統１を備え，前置増幅段としての機能をのみ持つプリアンプです．　

使用真空管：　整流管；ＲＧＮ１０６４等(ｾｯﾄによる),電圧増幅管；６ＦＤ７（２段増幅）,信号送出し段；ＭＨＬ４
税込定価 （消費税５％込み）＝ ￥１７８，０００．－

　音量調整ボリュームは左右独立式で，経時変化によって起こり易い「音量を絞り込んだ時の左右音量バラ

ンスの崩れ」を回避できます．　左右の音量バランス調整は面倒ですが音質上は有利な方式です．　

　パイロットランプホルダーはガラスレンズつきの本格的な作りで，白熱球を使用します（６．３Ｖ用～

１２Ｖ用を選択して明るさを調整します）．

　本機単独使用の場合，出力インピーダンスは１６０±１０Ωと低く，高負荷での使用（入力インピーダ

ンスの低いパワーアンプとの組み合わせ）に耐えます．　後述のデータを御覧下さい．

　音質・基本特性ともに高性能を目指し，

高品質なパーツを使用しながらも又，低コ

ストを追求しています．

　電源部と信号増幅部をシャーシ内部で分

離するとともに，小型のコンデンサー・抵

抗は専用にアレンジされた３枚の基板に分

けて配線し，全体をコンパクトにまとめて

います．

☆☆☆
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　本機はアナログレコード再生のためのイコライザーアンプ部を持っていませんが，ＱＵＡＤ ＣＯＮＴＲ

ＯＬ ＵＮＩＴ （以後，ＱＵＡＤプリと略称）に電源を供給し，ＱＵＡＤプリの信号出力を本機経由で外部

出力する機能を持っています．　出力はＱＵＡＤプリの出力そのままですので，６ｍ以内の信号ケーブルを

使用し入力抵抗値の高い（５００ｋΩ以上，できれば１ＭΩ～１．５ＭΩ）パワーアンプと組み合わせる必

要があります．　これにより歴史的名機として評価の高いＱＵＡＤプリを「ＱＵＡＤⅡ」以外のパワーアン

プと組み合わせて動作させることができ，アナログレコードの再生も行うことができます；　

　　ＱＵＡＤ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＵＮＩＴ　ＱＣ　Ⅱ
　　　　　　　（モノラルプリアンプ） 　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　又は　　　　　　　　　　　　　＋　本機  ＋　入力抵抗＝５００ｋΩ以上の
　　ＱＵＡＤ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＵＮＩＴ　ＱＣ　２２　             パワーアンプ
　　　　　　　（ステレオプリアンプ）

ＱＣⅡ(ﾓﾉ）ｘ２台との接続例．　ＱＵＡＤプリの電源として本機を使用する際は，整流管以外はすべて引き抜く．

　１９５４年以前に作られたアナログレコードは，それ以後に作られたＲＩＡＡ録音特性のレコードとは異

なる特性で再生されなければなりません．　又，レコード会社によりその特性は異なります．ＱＵＡＤプリ

では当時のレコード会社毎の再生特性を選択できる操作法・ガイドが用意されており，ＱＵＡＤプリを使用

すれば，ＲＩＡＡ録音特性のレコードはもちろん，初期のＬＰや４５回転ＬＰ，７８回転ＳＰ等のマニアラ

イクな骨董的アナログレコードも再生することができます（ＱＵＡＤプリの取扱説明書類を御覧下さい）．

　ＱＵＡＤプリは，ＱＵＡＤⅡパワーアンプと組み合わせて使用する際は交流点火ですが，本機を電源とす

る時は直流点火となりますので残留ノイズを緩和します．　又，信号部の電源も現状のＱＵＡＤ Ⅱ パワー

アンプ より残留ノイズの少ないものとなるでしょう．　

　左図リアーパネル左下のＲＣＡ端

子がＱＵＡＤプリの出力です．

　角型コネクター（左右チャンネル

別）にてＱＵＡＤプリと接続しま

す．

☆☆☆
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　真空管アンプの良さは使用する真空管により，異なる音質が得られることです．　オーディオシステム全

体の音質調整に役立ちます；

ﾅｽ管を使用すると音場が拡大し，より克明な音像が得ら

れます(但し,MHL4のﾅｽ管は入手は難しいようです)．

ST管の場合は引き締まった響きの透徹した音質です．

ｼｬｰｼ底板は全面，鋼板ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄとなります．6FD7には付属の真鍮網ｼｰﾙﾄﾞを被せます．ｼｰﾙﾄﾞは真空管ｿ

ｹｯﾄの取り付けﾋﾞｽに接触してｼｬｰｼｰｱｰｽされます．　

☆☆☆

ＭＨＬ４ラインプリアンプ 仕様

利得／最大出力：　　　１９ｄＢＶ／１５Ｖ（使用真空管により１８Ｖ）

Ｓ／Ｎ比：　　　　　　１ｋＨｚ・２Ｖ入力・１Ｖ出力時；９５ｄＢ以上

歪率（ＴＨＤ％）：　　１００Ｈｚ～１０ｋＨｚ，１Ｖ出力時　；０．０１％以下

　　　　　　　　　　　１００Ｈｚ～１０ｋＨｚ，１５Ｖ（使用真空管により１８Ｖ）出力時；２％以下

残留ノイズ（Ａ補正）：０．０１５ｍＶ以下

出力インピーダンス：　１６０±１０Ω

直流電流漏れ：　　　　５μＡ以下（１００ｋΩ抵抗負荷時），エージングにより減少方向に変化します．

　　　　　　　　　　　本機は直流増幅を行うパワーアンプとは接続できません．

電　　源：　　　　　　ＡＣ１００Ｖ  ５０・６０Ｈｚ　　

消費電力：　　　　　　単独使用時；５０Ｗ（セットにより６０Ｗ）

　　　　　　　　　　　ＱＵＡＤプリの電源として使用する時；２１Ｗ（セットにより３０Ｗ）

シャーシ／塗装：　　　１．２㎜厚アルミ／ラッカー塗装（㈱ｶﾝﾍﾟﾊﾋﾟｵ製,多用途ﾋｯﾄｽﾌﾟﾚｰ,ﾗｲﾄｸﾞﾚｰ）　

　　　　　　　　　　　（ラッカー塗装の為、シンナー等の耐有機溶媒性はありません）

底　　板：　　　　　　０．８㎜厚冷間圧延鋼板パンチングプレート

外形／重さ：　　　　　４０５（Ｗ）ｘ２４０（Ｄ）ｘ１８０ mm（Ｈ）／約６ｋｇ

☆☆☆
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４５ｋΩ抵抗負荷時基本特性例（使用真空管により異なります）
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ＭＨＬ４ラインプリアンプ Serial No.001 入出力特性

入力信号周波数：１ｋＨｚ
負荷抵抗値＝４５ｋΩ
Ｌ－ＣＨ Ｒ－ＣＨ
入力電圧（ｍＶ出力（Ｖ） 入力電圧（ｍＶ出力（Ｖ）

11.0 0.1 11.0 0.1
22.0 0.2 22.2 0.2
33.0 0.3 33.7 0.3
43.7 0.4 44.0 0.4
54.3 0.5 55.0 0.5

109.0 1 110.0 1
219.0 2 220.0 2
329.0 3 330.0 3
440.0 4 443.0 4
550.0 5 557.0 5

1,090.0 10 1,100.0 10
1,650.0 15 1,680.0 15
1,990.0 18 2,000.0 18
2,200.0 20 2,210.0 20

増幅率（Ａ）：
    Ｒ－ＣＨ：１９．２ｄＢ
    Ｌ－ＣＨ：１９．３ｄＢ

ＭＨＬ４ラインアンプ Serial No.001 周波数特性
Ｌ－ＣＨ Ｒ－ＣＨ

Hz dBV dBV
20 0.10 0.10 負荷抵抗値＝４５ｋΩ
30 0.00 0.00
50 0.00 0.00
70 0.00 0.00

100 0.00 0.00
150 0.00 0.00
200 0.00 0.00
300 0.00 0.00
500 0.00 0.00
700 0.00 0.00

1000 0.00 0.00
1500 0.00 0.00
2000 0.00 0.00
3000 0.00 0.00
5000 0.00 0.00
7000 0.00 0.00

10000 0.00 0.00
15000 -0.05 -0.05
20000 -0.10 -0.10
30000 -0.15 -0.15
50000 -0.40 -0.40
70000 -0.50 -0.55

100000 -0.90 -0.95
150000 -1.55 -1.75

ＭＨＬ４ラインプリアンプ Serial No.001 歪率（ＴＨＤ％）

Ｌ－ＣＨ Ｒ－ＣＨ
１００Ｈｚ １ｋＨｚ １０ｋＨｚ １００Ｈｚ １ｋＨｚ １０ｋＨｚ

出力（Ｖ） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％） 負荷抵抗値＝４５ｋΩ 出力（Ｖ） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％） 負荷抵抗値＝４５ｋΩ
0.1 0.05 0.05 0.08 0.1 0.05 0.05 0.06
0.2 0.03 0.04 0.045 0.2 0.02 0.015 0.03
0.3 0.02 0.02 0.02 0.3 0.02 0.015 0.02
0.4 0.02 0.015 0.02 0.4 0.018 0.01 0.015
0.5 0.01 0.01 0.015 0.5 0.01 0.01 0.01

1 0.008 0.008 0.008 1 0.008 0.007 0.008
2 0.012 0.0125 0.014 2 0.0105 0.009 0.0115
3 0.016 0.017 0.021 3 0.015 0.014 0.017
4 0.0215 0.022 0.0278 4 0.0195 0.019 0.0229
5 0.027 0.027 0.0335 5 0.024 0.0235 0.028

10 0.0515 0.0503 0.063 10 0.044 0.044 0.054
15 0.095 0.096 0.169 15 0.139 0.139 0.228
18 0.91 1.02 1.19 18 1.11 1.37 1.65
20 1.48 1.81 2.26 20 1.79 2.12 2.69

残留ノイズ（Ａ）: ０．０１ｍＶ 残留ノイズ（Ａ）：０．０１ｍＶ
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ＭＨＬ４ラインアンプ Serial No.001 周波数特性

0.1 1 10 100

出力（Ｖ）

0.001

0.010

0.100

1.000

10.000

Ｔ
Ｈ
Ｄ
（
％

）

１００Ｈｚ
１ｋＨｚ
１０ｋＨｚ

Ｌ－ＣＨ

0.1 1 10 100

出力（Ｖ）

0.001

0.010

0.100

1.000

10.000

Ｔ
Ｈ
Ｄ
（
％

）

１００Ｈｚ
１ｋＨｚ
１０ｋＨｚ

Ｒ－ＣＨ

1 10 100 1000 10000

入力電圧（ｍＶ）

0.1

1

10

100

出
力
（

Ｖ
）

Ｌ－ＣＨ

1 10 100 1000 10000

入力電圧（ｍＶ）

0.1

1

10

100

出
力

（
Ｖ
）

Ｒ－ＣＨ



低抵抗負荷の影響

（使用真空管により異なります）

　本機の出力インピーダンスが１６０±１０Ωと低いことから低抵抗負荷に対して十分な耐性があります．

　１０ｋΩ抵抗負荷及び４．８ｋΩトランス負荷についてのデータを示します；

周波数特性：

４５ｋΩ負荷でのデータと１０ｋΩ負荷でのデータとを比較して；

　　　　　　２０Ｈｚ～５０Ｈｚ・・・・・・・４５ｋΩ負荷ではほぼフラット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｋΩ負荷では－０．５ｄＢ

　　　　　　５０Ｈｚ～１５０ｋＨｚ・・・・・ほぼ同一

４５ｋΩ負荷と４．８ｋΩトランス負荷でのデータの比較では；

　　　　　　２０Ｈｚ・・・・・・・・・・・・４５ｋΩ負荷ではほぼフラット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．８ｋΩトランス負荷では＋０．４ｄＢ　　

　　　　　　２０ｋＨ～７０ｋＨｚ・・・・・・最小で－１ｄＢ

となっています．　　　
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ＭＨＬ４ラインアンプ周波数特性に対する低抵抗負荷の影響
45kΩ負荷 10ｋΩ負荷 4.8ｋΩﾄﾗﾝｽ負荷

Hz dBV dBV dBV
20 0.10 -0.45 0.40
30 0.00 -0.20 0.20
50 0.00 -0.05 0.10
70 0.00 -0.05 0.00

100 0.00 0.00 0.00
150 0.00 0.00 0.00
200 0.00 0.00 0.00
300 0.00 0.00 0.00
500 0.00 0.00 0.00
700 0.00 0.00 0.00

1000 0.00 0.00 0.00
1500 0.00 0.00 0.00
2000 0.00 0.00 0.00
3000 0.00 0.00 0.00
5000 0.00 0.00 0.00
7000 0.00 0.00 0.00

10000 0.00 0.00 0.00
15000 -0.05 -0.05 -0.10
20000 -0.10 -0.10 -0.20
30000 -0.15 -0.15 -0.95
50000 -0.40 -0.40 -0.50
70000 -0.55 -0.55 -0.10

100000 -0.95 -1.00 -0.10
150000 -1.75 -1.90 -0.50
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ＭＨＬ４ラインアンプ周波数特性に対する低抵抗負荷の影響



歪率（ＴＨＤ％）：

　出力０．１Ｖ～１Ｖの範囲において，４．８ｋΩトランス負荷の測定値はドリフトが少なく正確な読みと

なっていますが，１０ｋΩ抵抗負荷及び４５ｋΩ抵抗負荷の測定値はドリフトが大きく，プロットした値は

ドリフトの大体の中点を読み取ったもので正確ではありません．　

　４５ｋΩ抵抗負荷を基準にすれば，１０ｋΩ抵抗負荷では出力０．１Ｖ～１０Ｖの範囲において同等ない

しは小さくなっています．　４．８ｋΩトランス負荷のＴＨＤ％は，１ｋＨｚ及び１００Ｈｚでは，同等な

いしは小さいですが，１０ｋＨｚでは最も大きくなっています．　１０Ｖ以上の出力については実用上の利

用範囲外です．

　全般的には，負荷インピーダンスの変動に対しかなり安定した特性となっていると言えるでしょう．

☆☆☆
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ＭＨＬ４ラインプリアンプ歪率に対する低抵抗負荷の影響

４５ｋΩ負荷 １０ｋΩ負荷 ４．８ｋΩﾄﾗﾝｽ負荷
100Hz/45kΩ抵抗 1kHz/45kΩ抵抗 10kHz/45kΩ抵抗 100Hz/10kΩ抵抗 1kHz/10kΩ抵抗 10kHz/10kΩ抵抗 100Hz/4.8kΩﾄﾗﾝｽ 1kHz/4.8kΩﾄﾗﾝｽ 10kHz/4.8kΩﾄﾗﾝｽ

出力（Ｖ） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％） ＴＨＤ（％）
0.1 0.05 0.05 0.06 0.02 0.02 0.035 0.01 0.0095 0.036
0.2 0.02 0.015 0.03 0.008 0.01 0.018 0.005 0.005 0.018
0.3 0.02 0.015 0.02 0.005 0.005 0.013 0.004 0.0034 0.0128
0.4 0.018 0.01 0.015 0.005 0.005 0.009 0.003 0.0027 0.0099
0.5 0.01 0.01 0.01 0.004 0.004 0.008 0.003 0.0028 0.0089

1 0.008 0.007 0.008 0.004 0.0045 0.006 0.004 0.0041 0.0117
2 0.0105 0.009 0.0115 0.0055 0.0075 0.011 0.0075 0.0072 0.023
3 0.015 0.014 0.017 0.0065 0.0105 0.016 0.01 0.01 0.0343
4 0.0195 0.019 0.0229 0.0142 0.0133 0.021 0.0125 0.0125 0.0463
5 0.024 0.0235 0.028 0.017 0.016 0.026 0.015 0.015 0.059

10 0.044 0.044 0.054 0.0279 0.026 0.054 0.029 0.0267 0.15
15 0.139 0.139 0.228 1.7 2 2.48 2.1 2.41 4
18 1.11 1.37 1.65 3.55 4.35
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ＭＨＬ４ラインプリアンプ歪率に対する低抵抗負荷の影響
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ＱＵＡＤプリアンプ電源　兼用

ＭＨＬ４ラインプリアンプ
Technical Information

ＱＵＡＲＤ ２２ ＲＥＣＯＲＤ　ＥＱＵＡＬＩＺＡＴＩＯＮ　ＧＵＩＤＥ

イコライザー再生特性の選択

♪１９５４年以降に発売されたＬＰ及び４５回転レコード；□■□

♪１９５４年以降に発売された７８回転レコード；□■■

♪１９５４年以前に発売されたレコードは次表に従う（例外はあるので疑わしい時は□■■）；

PUSH BUTTONS :  ■-PRESS □-RELAXED

□■□　3,180　318 75　μＳ

OISEAU-LYRE

LONDONDECCA UKCOKRIAA

■■□　3,180　318 100 　μＳ

WESTMINSTER*VOXVANGUARD

TEMPOSWINGSTRADIVARIRENAISSANCE

REMINGTONR.C.A.RACHM'N'OFF SOCPOLYMUSIC

PERIODPARLOPHONEOXFORDOCEANIC

NIXALYRICHORDHMVHAYDN SOC

HANDEL SOCELEKTRADIALCONCERT MALL

COLUMBIACOLOSSEUMCETRA-SORIACAEDMON

BRUNSWICK(78)BANNERBACH GUILDATLANTIC

ARGOANGELALLIEDALLEGRO

□■■　3,180　450 50 　μＳ

WESTMINSTER*URANIAPHILIPS

PHILHAMONIAMGMMERCURYFELSTED

ESOTERICEPICEMSDURIUM

DGGDECCA USCORALCOLUMBIA US(78)

CAPITOL-SORIACAPITOL(78)CAPITOLBRUNSWICK

BARTOKAUDIOPHILEARCHIVAMER REC. SOC

■■■　450　25 　μＳ

TELEFUNKEN(78)PARLOPHONE(78)HMV(78)

＊重複する
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ＱＵＡＤ ２２ ＭＡＮＵＡＬ に示された選択可能なイコライザー再生曲線の各時定数値

25450-■■■HMV(78),TELEFUN
KEN(78),etc.

504503,180□■■

ARCHIV,BARTOK,
CAPITOL,EPIC,
DGG,MERCURY,
PHILHAMONIA,
PHILIPS,WESTMIN
STER,etc.

1003183,180■■□

ANGEL,ATLANTIC,
COLUMBIA,DIAL,
ELEKTRA,HMV,R.
C.A.,VANGUARD,W
ESTMINSTER,VOX,
etc.

753183,180□■□
RIAA,DECCA UK,
LONDON,OISEAU-L
YRE,etc.

t1
μS

t2
μS

t3
μSPUSH BUTTONS

上表の時定数値から計算した

ＱＵＡＤ ２２ のイコライザー再生特性と対応する録音特性

―赤線がＲＩＡＡ再生特性
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□■□再生特性
■■□再生特性
□■■再生特性
■■■再生特性

ＱＵＡＤ ２２ イコライザー再生特性

ＴＡＴＥＢＡＹＡＳＨＩ
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対応する録音特性

Ｃａｔ．Ｎｏ．０６０５１６

ＴＡＴＥＢＡＹＡＳＨＩ
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